
【コツ１】 どんどん介護＝生活に入りましょう 
 リハ職の仕事は、利用者さんの生活を良くすることです。そのためには、なにをおいても『利用者さんの
生活を知る』ことが先決です。その方法としてぼくが最も大事にしているのが『介護業務に入る』ことです。 
 生活＝介護です。利用者さんのそばには常に介護があります。いまのリハ業界は「利用者さんにいいこと
だから」という理由でリハ内容を決めがちです。筋トレとか手工芸とか、もちろんやっていいんですが、それ
がどう生活に必要なのかまでわかっていないと、あんましやる意味がありません。「私・俺はこのリハをなん
のためにやってるのか？」介護はそれを身に染みて実感させてくれます。だから、ぜひ介護業務に入ってく
ださい。安藤は実習中どれだけ介護に入れたか＝利用者さんの生活を知れたかを高く評価しています。 
 
 
【コツ２】 全利用者さんがケースだと思いましょう 
 レポートを作成するケースは１名ですが、利用者さん全員がケースだと思って実習してください。ケース
のことだけわかっていても、ケースのことは見えてきません。たとえば、ケースの人間関係を知るには、ケー
ス以外の利用者さんのことまで知っている必要があります。ケースの介助量は軽中重でいうとどのくらい
なのか知るには、フロア全体の平均的な介助量を知っている必要があります。ケース以外がわかるから、
もっとケースのことがわかってきます。全利用者にかかわるのはむずかしそうに思うかもしれませんが、実
は介護業務に入っていれば自然と達成できちゃうことです。 
 
 
【コツ３】 実習中は、ここの職員になってください 
 学生は実習生という立場ですが、ゆうゆうの職員として働きはじめた気持ちで実習してください。「学生
だから…」「新人だから…」という気持ちで学びを制限する必要はありません。すくなくとも安藤は、ひとり
の新人OTがやってきた気持ちで毎回指導しています。実際、近い将来に就職も控えていますから、その予
行演習だと思って取り組んでください。ここでできなかったことが、急に就職してからできるようになる魔
法はありません。ここでできるようになったことは、そのまま未来の自分の力になりますよ。 
 
 
【コツ４】 想いは吐き出してくれていいです 
 実習は長いです。気張って猫をかぶって品行方正にやってても、いずれ本性がバレますし、隠しながら頑
張ると苦しい実習になります。ありのままの自分を隠すより、クソしんどい・もう帰りたい・レポートめんどく
せー・OTどうでもよくなった、そんな気持ちを素直に教えてもらいたいです。安藤は学生を応援するタイプ
のバイザーです。教えてもらえれば気持ちをちゃんと受け止めます。そのうえで、合格に向けてどう実習し
ていこうかという作戦を一緒に立てられます。ぼくが一方的助けることはできません。助けてほしいときに
は助けを求めてください。あなたが伸ばした手は、しっかり掴みます。 
 
 
【コツ５】 できる限り言葉にしましょう 
 申し訳ないお知らせですが、安藤は優秀なバイザーじゃありません。ただの未熟な人です。自分の精一杯
の指導はさせてもらいますが、至らない点も間違いなくあります。それでも、いい実習をして無事合格して
ほしいという気持ちは人一倍強いです。そのために、学生に協力をお願いしています。実習中、考えたこと
や思ったことをできる限り言葉にしてください。語らず、察するだけじゃ本音はわかりませんし、ときに思い
もよらない勘違いを生むこともあります。安藤もできる限り自分の想いを言葉にする努力をします。お互
いをわかりあえれば、きっといい実習になりますよ。応援しています。 
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